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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
天井に埋め込まれる室内ユニット本体と、この室内ユニット本体の下面を覆う化粧パネル
で構成される天井埋込形空気調和機において、前記室内ユニット本体に前記化粧パネルを
固定するパネル固定ねじは、予め室内ユニット本体側に取り付けられかつ、中間部にねじ
山がない細径部を有することを特徴とする天井埋込形空気調和機。
【請求項２】
前記化粧パネルを固定するパネル固定部材を前記化粧パネルに進退自在に設け、前記パネ
ル固定部材は前記パネル固定ねじに係合するねじ係合溝を備え、前記パネル固定部材の前
進状態で、前記パネル固定ねじに係合することを特徴とする請求項１に記載の天井埋込形
空気調和機。
【請求項３】
前記化粧パネルにフック、前記室内ユニット本体に前記フックが係合するフック係合部を
設け、前記フックを前記フック係合部に係合させて、化粧パネルを前記室内ユニット本体
に仮掛けすることを特徴とする請求項１または２に記載の天井埋込形空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は天井埋込形空気調和機に係り、特に化粧パネルの取付構造を改良した天井埋込
形空気調和機に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　一般に天井埋込形空気調和機は、天井に埋め込まれる室内ユニット本体の下面を化粧パ
ネルで覆う構造になっている。
【０００３】
　従来の化粧パネルの室内ユニット本体への取付構造は、化粧パネルを仮掛けした後に、
付属のねじを用いて室内ユニット本体に螺着するか、化粧パネル側に固定ねじと仮掛けが
一体となった取り付けねじ部材を用いて、これを室内ユニットに引掛けて螺着する構造で
あった（例えば、特許文献１:特開２００６－１７３４２号公報）。
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載にように、付属のねじで固定する方法では、ねじが落下した
り紛失してしまう、ねじを下孔に合わせて締め込むため、作業性に劣る問題があった。ま
た、化粧パネル側の固定ねじと仮掛けが一体となった取り付けねじ部材を本体に引掛けて
締め付ける方法では、ねじの落下や紛失の心配はないが、仮掛け作業がやりにくい問題が
あった。
【０００５】
発明の開示
　本発明は上述した事情を考慮してなされたもので、容易に化粧パネルを室内ユニット本
体に取り付けることができる天井埋込形空気調和機を提供することを目的とする。
【０００６】
　上述した目的を達成するため、本発明に係る天井埋込形空気調和機は、天井に埋め込ま
れる室内ユニット本体と、この室内ユニット本体の下面を覆う化粧パネルで構成される天
井埋込形空気調和機において、前記室内ユニット本体に前記化粧パネルを固定するパネル
固定ねじは、予め室内ユニット本体側に取り付けられかつ、中間部にねじ山がない細径部
を有することを特徴とする。
【０００７】
　また、好適な実施例においては、前記化粧パネルを固定するパネル固定部材を前記化粧
パネルに進退自在に設け、前記パネル固定部材は前記パネル固定ねじに係合するねじ係合
溝を備え、前記パネル固定部材の前進状態で、前記パネル固定ねじに係合される。
【０００８】
　また、前記化粧パネルにフック、前記室内ユニット本体に前記フックが係合するフック
係合部を設け、前記フックを前記フック係合部に係合させて、化粧パネルを前記室内ユニ
ット本体に仮掛けしても良い。
【０００９】
　本発明に係る天井埋込形空気調和機によれば、容易に化粧パネルを室内ユニット本体に
取り付けることができる天井埋込形空気調和機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機の斜視図。
【図２】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機の室内ユニット本体の斜視図。
【図３】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機の化粧パネル取り付けに用いるパネ
ル固定部材の後退状態の部分拡大斜視図。
【図４】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機に用いるパネル固定ねじの斜視図。
【図５】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機に用いるパネル固定部材の後退状態
の部分拡大平面図。
【図６】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機の化粧パネル取り付けに用いるパネ
ル固定部材の前進状態の部分拡大斜視図。
【図７】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機に用いるパネル固定部材の前進状態
の部分拡大平面図。
【図８】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機の化粧パネル取り付け前の斜視図。
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【図９】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機の化粧パネル取り付け後の平面図。
【図１０】本発明の一実施形態の天井埋込形空気調和機の化粧パネル取り付け後の斜視図
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の一実施形態に係る天井埋込形空気調和機について図面を参照して説明する。
【００１２】
　図１は本発明の一実施形態に係る天井埋込形空気調和機の斜視図であり、図２は本天井
埋込形空気調和機の室内ユニット本体の斜視図である。
【００１３】
　図１および図２に示すように、本発明の一実施形態に係る天井埋込形空気調和機１は、
天井に埋め込まれる室内ユニット本体２と、この室内ユニット本体２の下面を覆う化粧パ
ネル３で構成される。
【００１４】
　室内ユニット本体２は筐体４を備え、この筐体４には室内熱交換器（図示せず）、室内
送風機５などを収容する。
【００１５】
　筐体４は同様の４組の吊り下げ手段６によって天井基材（図示せず）に吊り下げて取り
付けられる。
【００１６】
　図３に拡大して示すように、各々の吊り下げ手段６は天井基材に取り付けた吊りボルト
６ａと、筐体４の一側壁４ａに取り付けられる吊り金具６ｂと、この吊り金具６ｂを上下
から挟み、吊りボルト６ａが貫通し、図示しない上側ワッシャ、下側ワッシャ６ｃと、吊
りボルト６ａに螺合し、上下から吊り金具６ｂ、上側ナット、下側ナット６ｄからなる。
【００１７】
　一方、化粧パネル３は中央に着脱自在に取り付けられる吸込グリル３ａを有する空気吸
込口３ｂ、４周辺に空気吹出口３ｃおよび４隅に作業開口３ｄを塞ぐ化粧板３ｅを備え、
室内ユニット本体２の下面すなわち筐体４の開口部４ｂを塞ぐように、取付手段７によっ
て筐体４に取り付けられる。
【００１８】
　取付手段７は、室内ユニット本体２例えば筐体４の開口部４ｂに固着され、ネジ孔７ａ

１を備えた取付片７ａと、ネジ孔７ａ１に螺合するパネル固定ねじ７ｂと、このパネル固
定ねじ７ｂの頭部７ｂ１が貫通しパネル固定部３ｐに設けるねじ貫通孔３ｐ１と、化粧パ
ネル３に進退自在に取り付けられるパネル固定部材７ｃからなる。
【００１９】
　図４に示すように、パネル固定ねじ７ｂは先端部近傍に中間部すなわち頭部７ｂ１と先
端間にねじ山がない細径部７ｂ２を設けてあり、細径部７ｂ２と頭部７ｂ１間で、ネジ孔
７ａ１と螺合状態にあるパネル固定ねじ７ｂを、反時計回りに回転させると、パネル固定
ねじ７ｂはネジ溝に沿って降下するが、細径部７ｂ２はネジ孔７ａ１に達すると螺合が解
除され、それ以上の降下はなく、パネル固定ねじ７ｂの落下が防止される。
【００２０】
　図３および図５はパネル固定部材７ｃの後退（待機）状態を示し、図６および図７はパ
ネル固定部材７ｃの前進（係合）状態を示す。例えば、図５に示すように、パネル固定部
材７ｃは、長方形板状をなし、先端にＹ字形状のねじ係合溝７ｃ１と中央部近傍に案内溝
７ｃ２が設けられ、案内溝７ｃ２を貫通する固定ねじ３ｆによって、化粧パネル３に進退
自在に取り付けられる。
【００２１】
　さらに、図３および図５に示すように、パネル固定部材７ｃは後退状態から、化粧パネ
ル３の隅部に設けるパネル固定部３ｐの方向に前進させ、図６および図７に示すように、
ねじ係合溝７ｃ１がパネル固定部３ｐに設けるねじ貫通孔３ｐ１を貫通しているパネル固
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定ねじ７ｂに係合し、パネル固定ねじ７ｂで締め付けられる。これにより、化粧パネル３
は筐体４に取り付けられ、パネル固定部材７ｃは化粧パネル３の位置決めおよび座金の機
能をはたす。
【００２２】
　また、図８および図９に示すように、化粧パネル３の空気吸込口３ｂの対向する側部に
は、仮掛け用のフック３ｇ、３ｇが設けられ、一方、筐体４の対向する内壁下部には、略
対向し、フック３ｇ、３ｇに対応する位置に２個のフック係合部４ｃ、４ｃが設けられる
。
【００２３】
　図９および図１０に示すように、フック３ｇ、３ｇをフック係合部４ｃ、４ｃに係合す
ることで、化粧パネル３は筐体４に仮掛けする。
【００２４】
　次に、取付手段７を用いた化粧パネル３の筐体４への取り付けについて説明する。
【００２５】
　図２に示すように、予め、取付片７ａにパネル固定ねじ７ｂが取り付けられた筐体４を
吊り下げ手段６を用いて天井基材に吊り下げる。
【００２６】
　図８に示すように、予め吸込グリル３ａおよび化粧板３ｅを外した状態で、空気吸込口
３ｂおよび作業開口３ｄを開口しておく。
【００２７】
　図９および図１０に示すように、フック３ｇ、３ｇをフック係合部４ｃ、４ｃに係合す
ることで、化粧パネル３は筐体４に仮掛けする。
【００２８】
　図４および図５に示すように、化粧パネル３が筐体４に仮掛けされた状態では、パネル
固定部材７ｃは後退状態にある。この状態でパネル固定ねじ７ｂはパネル固定部３ｐに設
けるねじ貫通孔３ｐ１を貫通し、ねじ頭部近傍がねじ貫通孔３ｐ１外に露出する。
【００２９】
　図６および図７に示すように、パネル固定部材７ｃを前進させて、パネル固定部３ｐの
ねじ貫通孔３ｐ１を貫通するパネル固定ねじ７ｂに係合させた後、固定ねじ３ｆによって
、パネル固定部材７ｃの位置を固定し、さらに、パネル固定ねじ７ｂを締め付ける。パネ
ル固定部材７ｃは、パネル固定部３ｐとパネル固定ねじ７ｂの頭部６ｂで狭持される。
【００３０】
　図１に示すように、吸込グリル３ａおよび化粧板３ｅを取り付けて、空気吸込口３ｂお
よび作業開口３ｄを塞ぐ。
【００３１】
　このような手順により、化粧パネル３の筐体４への取り付けは完了する。
【００３２】
　上記化粧パネルの取付過程において、パネル固定ねじが筐体に取り付けられているため
、パネル固定ねじを紛失する心配がない。また、パネル固定ねじの締め付け時、パネル固
定ねじとネジ孔を合わせる必要がなく、作業性がよい。
【００３３】
　さらに、パネル固定ねじの頭部をパネル固定部のねじ貫通孔に貫通した後、パネル固定
部材を前進させる単純な動作で化粧パネルの位置が決まり、パネル固定ねじを締め付ける
だけで、正しい位置に取り付けが可能であり、作業性がよい。
【００３４】
　また、パネル固定部材をパネル固定ねじに係合し、パネル固定部とパネル固定ねじの頭
部で狭持するので、化粧パネルの位置決めが容易になり、パネル固定部材は座金の機能を
はたす。
【００３５】
　さらに、フックとフック係合部を用いて、化粧パネルを筐体に仮掛けし、パネル固定部
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材とパネル固定ねじで化粧パネルの取り付けを行うので、取り付け作業性が向上する。
【００３６】
　また、メンテナンス等で化粧パネルを外す場合、パネル固定ねじを緩めすぎても、筐体
からパネル固定ねじが外れ落ちてしまうことがなく、作業性がよい。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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